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討
論
の
要
旨

議
案
第
７７
号

西
海
市
体
育

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
８６
号

西
海
市
七
ツ

釜
鍾
乳
洞
公
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

第
4
回
定
例
会
で
は
、
議

案
49
件
（
報
告
7
件
含
む
）、

発
議
1
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）
な

お
、
第
3
回
定
例
会
に
提
出

さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
な
っ
た
「
議
案
第
57
号

令
和
元
年
度
西
海
市
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
う
ち
各
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
42
議
案

（
条
例
案
・
補
正
予
算
案
・

そ
の
他
議
案
）
は
各
委
員
会

に
お
い
て
、
慎
重
に
審
査
さ

れ
ま
し
た
。（
4
、
5
ペ
ー

ジ
参
照
）

各
常
任
委
員
会
の
付
託
内
訳

総
務
文
教
常
任
委
員
会
…
7
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会
…
14
件

厚
生
常
任
委
員
会
…
…
…
20
件

予
算
決
算
常
任
委
員
会
…
1
件

議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ

れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
差
別
や

偏
見
、
誹
謗
中
傷
を
な
く
し
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
の
決

議
」
は
原
案
の
と
お
り
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。（
10
ペ
ー

ジ
参
照
）

ま
た
、
定
例
会
最
終
日
に

は
、「
庁
舎
等
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
」
か
ら
調
査

終
了
に
伴
う
最
終
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
11
ペ
ー
ジ

参
照
）

反
対
討
論

●
渕
瀬

栄
子
議
員

崎
戸
温
水
プ
ー
ル
の
廃
止

は
や
む
を
得
な
い
と
理
解
し

て
い
る
が
、
存
続
を
望
む
声

が
あ
る
中
で
、
崎
戸
温
水

プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
元
住
民
や
再
開

存
続
を
求
め
て
い
た
関
係
者

に
説
明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

議
案
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、

反
対
す
る
。

賛
成
討
論

●
平
井

満
洋
議
員

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、
市
か
ら
住
民
に

し
っ
か
り
説
明
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
た
め
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

●
渕
瀬

栄
子
議
員

西
海
市
七
ツ
釜
鍾
乳
洞
公

園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
第
2
条
に
謳
わ
れ

て
い
る
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
は
、
料
金
の
引
上
げ
幅

が
大
き
い
こ
と
、
指
定
管
理

料
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
、
七

ツ
釜
鍾
乳
洞
周
辺
の
観
光
に

つ
い
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

が
い
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
規
模
の
大
き
な

鍾
乳
洞
の
あ
る
他
の
自
治
体

の
料
金
と
ほ
ぼ
同
率
と
な
る

基
準
額
の
料
金
の
引
上
げ
に

反
対
す
る
。

賛
成
討
論

●
朝
長

隆
洋
議
員

今
回
の
規
定
は
、
あ
く
ま

で
上
限
額
を
定
め
る
も
の
で
、

市
民
が
教
材
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
な
料
金
設
定
な
ど
、

適
正
な
料
金
形
態
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
市
と
指
定
管
理

者
で
議
論
を
進
め
て
い
く
。

観
光
の
体
制
を
し
っ
か
り
と

構
築
す
る
上
で
は
、
上
限
額

を
定
め
る
こ
と
も
や
む
を
得

な
い
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

令令和和22年年第第44回回議議会会定定例例会会
会期：令和２年１１月２７日～１２月１０日（１４日間）

定
例
会
の
概
要

第４回議会定例会賛否一覧
※意見が分かれた議案等を掲載しています。

反
対：

賛
成

１５：１

１４：２

○：賛成 ●：反対 ※令政会は、令和2年12月10日の閉会後に解散されています。

議
決
結
果

原
案
可
決

原
案
可
決

会派
所属
なし

平
野

直
幸

議
長
は
採
決
に

加
わ
ら
な
い

議
長
は
採
決
に

加
わ
ら
な
い

令政会

永
田

良
一

○

○

岩
本

利
雄

○

○

志政会

田
川

正
毅

○

○

平
井

満
洋

○

○

国民
民主
西海

清
水

正
明

○

●

保守
無所属
の会

田
﨑

耕
太

○

○

中
里

悟

○

○

自民党
眞濤の会

朝
長

隆
洋

○

○

戸
浦

善
彦

○

○

創生会

中
尾

清
敏

○

○

小
嶋

俊
樹

○

○

宮
本

一
昭

○

○

浅
田

直
幸

○

○

杉
山

誠
治

○

○

佐
嘉
田
敏
雄

○

○

西海
市議会
日本
共産党

渕
瀬

栄
子

●

●

会
派

議
員
名

議案第７７号
西海市体育施設の設置及
び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定
について

議案第８６号
西海市七ツ釜鍾乳洞公園
の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条
例の制定について

議案名
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令和２年第４回西海市議会定例会で審議した案件及び結果
議決の結果
認定

報告済み

報告済み

報告済み

報告済み

報告済み

報告済み

報告済み

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

※議案第57号は、第3回定例会で予算決算常任委員会に付託され、閉会中の継続審査となった議案です。

付託委員会等
予算決算

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

総務文教
総務文教
総務文教

総務文教

厚生
厚生

厚生

厚生

厚生

厚生
厚生

産業建設

産業建設

産業建設

産業建設
産業建設
厚生
厚生

厚生

厚生
厚生
厚生
厚生
厚生
厚生
厚生
厚生

産業建設
産業建設
産業建設
産業建設
産業建設
産業建設
産業建設
予算決算
厚生
厚生

産業建設
産業建設
総務文教
総務文教

総務文教

件 名
令和元年度西海市一般会計決算認定について
西海市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定
資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定に係る専決処分の
承認について
市営住宅板浦単独住宅車両損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解すること
についての専決処分の報告について
小松地区防火水槽住宅損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解することにつ
いての専決処分の報告について
街路灯車両損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについての専決
処分の報告について
大島分団格納庫車両損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについ
ての専決処分の報告について
徳万分団格納庫車両損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについ
ての専決処分の報告について
真砂運動広場車両損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについて
の専決処分の報告について
西海市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
西海市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西彼北部地域新市建設計画の変更について
西海市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
西海市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
西海市債権管理条例の一部を改正する条例の制定について
西海市大瀬戸社会福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
西海市立認定こども園条例の制定について
工事請負変更契約の締結について(（仮称）大島認定こども園新築工事（建築工
事））
西海市児童館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西海市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
西海市漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について
西海市七ツ釜鍾乳洞公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
西海市伊佐ノ浦公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
西海市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について
工事請負変更契約の締結について（定住促進住宅整備工事（建築工事））
西海市立大島児童館の指定管理者の指定について
西海市大瀬戸社会福祉センターの指定管理者の指定について
西海市西海高齢者生活支援ハウス及び西海市高齢者コミュニティセンター「く
ろくち荘」の指定管理者の指定について
西海市崎戸高齢者生活支援ハウスの指定管理者の指定について
西海市黒口ふれあいの館の指定管理者の指定について
西海市江島デイサービスセンターの指定管理者の指定について
西海市平島デイサービスセンターの指定管理者の指定について
西海市大瀬戸デイサービスセンターの指定管理者の指定について
西海市中浦すこやかセンターの指定管理者の指定について
西海市大島配食サービスセンターの指定管理者の指定について
西海市デイサービスセンターつばき苑の指定管理者の指定について
西海市鳥崎釣船係留施設の指定管理者の指定について
西海市西海みかんドームの指定管理者の指定について
西海市伊佐ノ浦公園の指定管理者の指定について
西海市七ツ釜鍾乳洞公園の指定管理者の指定について
西海市大島大橋公園及び西海市大島崎戸観光案内所の指定管理者の指定について
西海市大島大釜海岸ふれあいの浜広場の指定管理者の指定について
西海市崎戸さんさん元気らんどの指定管理者の指定について
令和2年度西海市一般会計補正予算（第5号）
令和2年度西海市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
令和2年度西海市介護保険特別会計補正予算（第3号）
令和2年度西海市水道事業会計補正予算（第2号）
令和2年度西海市下水道事業会計補正予算（第1号）
真砂運動広場車両損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについて
真砂運動広場車両損傷事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについて
西海市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議案等番号
議案第57号

報告第16号

報告第17号

報告第18号

報告第19号

報告第20号

報告第21号

報告第22号

議案第74号
議案第75号
議案第76号

議案第77号

議案第78号
議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号
議案第84号
議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号
議案第89号
議案第90号
議案第91号

議案第92号

議案第93号
議案第94号
議案第95号
議案第96号
議案第97号
議案第98号
議案第99号
議案第100号
議案第101号
議案第102号
議案第103号
議案第104号
議案第105号
議案第106号
議案第107号
議案第108号
議案第109号
議案第110号
議案第111号
議案第112号
議案第113号
議案第114号

議案第116号
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常任委員会審査報告

審
査
件
数

条
例
案
４
件

計
画
策
定
１
件

そ
の
他
２
件

議
案
第
７７
号

西
海
市
体
育
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

審
査
件
数

条
例
案
５
件

指
定
管
理
指
定
７
件

補
正
予
算
案
２
件

議
案
第
１
０
１
〜
１
０
７
号

指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

総
務
文
教
常
任
委
員
会

主
な
審
査
内
容

本
議
案
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
利
用

が
休
止
さ
れ
て
い
る
崎
戸
温
水
プ
ー
ル
に

つ
い
て
、
市
内
企
業
か
ら
の
譲
渡
ま
た
は

借
用
の
申
し
出
に
対
し
、
西
海
市
公
有
財

産
利
活
用
推
進
本
部
に
お
け
る
視
察
及
び

協
議
の
結
果
を
受
け
、
同
施
設
を
廃
止
す

る
た
め
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑
等
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

質
疑

当
該
事
業
所
は
、
温
水
プ
ー
ル

に
使
う
目
的
で
譲
渡
ま
た
は
借
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
も
の
か
。

答
弁

跡
地
を
活
用
し
て
、
当
該
事
業

所
が
現
在
外
部
委
託
し
て
い
る
作
業
を
行

う
予
定
で
あ
る
と
相
談
を
受
け
て
い
る
。

質
疑

補
助
金
適
化
法
が
適
用
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
弁

社
会
体
育
施
設
整
備
補
助
金
を

使
っ
て
お
り
、
同
法
の
適
用
を
受
け
る
。

設
定
さ
れ
て
い
る
耐
用
年
数
は
30
年
で
、

本
年
で
28
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
令

和
3
年
度
に
譲
渡
し
た
場
合
は
残
り
1
年

が
適
用
対
象
と
な
り
、
返
還
等
の
手
続
き

が
必
要
と
な
る
。

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
地
元
へ
の
説

明
が
行
わ
れ
、
相
手
方
で
あ
る
市
内
企
業

と
の
協
議
が
図
ら
れ
た
後
に
提
出
さ
れ
る

べ
き
条
例
改
正
案
で
は
な
い
か
と
の
趣
旨

で
反
対
討
論
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
市

長
が
適
正
な
時
期
と
し
て
判
断
し
た
こ
と

で
あ
り
、
地
元
へ
の
説
明
を
後
も
っ
て
き

ち
ん
と
行
う
こ
と
と
し
て
賛
成
す
る
趣
旨

の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
審
査
を
経
て
、
賛
成
多
数
で

委
員
会
と
し
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

主
な
審
査
内
容

7
件
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
係
る
議

案
（
議
案
名
は
3
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
審
査

で
は
、
ま
ず
、「
い
ず
れ
の
施
設
も
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
良
好
に
維
持
さ
れ
て
き
た
経
緯
は

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
厳
し
さ

を
増
す
今
後
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

他
に
公
募
者
が
な
く
、
従
前
の
指
定
管
理

者
を
引
き
続
き
指
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
た
だ
漫
然
と
同
様
の
管
理
状
況
を
踏

襲
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
市

が
、
そ
の
施
設
を
今
後
ど
う
し
て
行
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
の
か
、
方
向
性
を
明
示

し
た
上
で
指
定
管
理
者
と
共
有
し
、
必
要

に
応
じ
た
施
設
整
備
に
も
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
七
ツ
釜
鍾
乳
洞
で
あ
れ

ば
、
老
朽
化
し
た
周
辺
建
物
の
除
去
等
に

よ
る
環
境
美
化
の
取
組
み
で
集
客
を
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
し
、「
さ
ん
さ
ん
元
気

ら
ん
ど
」
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
収
益

確
保
を
目
指
す
の
か
、
又
は
一
般
の
公
園

と
し
て
維
持
管
理
を
中
心
に
業
務
委
託
を

す
る
施
設
に
す
る
の
か
な
ど
、
市
の
方
針

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
て
「
市
側

の
的
確
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
が
、
理
事
者
側
か
ら
は
「
今
回
の
委

員
会
で
の
指
摘
を
念
頭
に
、
見
直
す
べ
き

と
こ
ろ
は
見
直
し
、
各
施
設
の
方
向
性
を

明
確
に
打
ち
出
し
た
上
で
、
指
定
管
理
者

と
手
を
携
え
て
取
り
組
み
、
各
施
設
が
市

民
に
と
っ
て
有
益
で
喜
ば
れ
る
施
設
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

さんさん元気らんど（崎戸町）

廃止される崎戸温水プール（崎戸町）
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常任委員会審査報告

審
査
件
数

条
例
案
７
件

指
定
管
理
指
定
１１
件

補
正
予
算
案
２
件

議
案
第
７８
号

西
海
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

原
案
可
決

議
案
第
９０
号

西
海
市
立
大
島
児
童
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
９２
〜
９９
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
１
０
９
号

令
和
２
年
度
西
海
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

原
案
可
決

審
査
件
数

補
正
予
算
案
１
件

議
案
第
１
０
８
号

令
和
２
年
度
西
海
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

原
案
可
決

補
正
額

１３
億
７
６
８
万
９
０
０
０
円

補
正
前２

８
３
億
１
２
７
８
万
８
０
０
０
円

補
正
後２

９
６
億
２
０
４
７
万
７
０
０
０
円

厚
生
常
任
委
員
会

主
な
審
査
内
容

こ
の
議
案
は
、
低
所
得
者
世
帯
に
対
す

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
に
係
る
所
得

の
基
準
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除
額
相
当
分

の
基
準
額
を
引
き
上
げ
る
等
の
改
正
を
行

う
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
自
営
業
な
ど
の

世
帯
に
お
い
て
は
、
国
保
税
の
負
担
軽
減

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
議
案
は
、
西
海
市
立
大
島
児
童
館

の
管
理
を
現
行
の
指
定
管
理
者
に
引
き
続

き
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

質
疑

施
設
の
遊
具
や
外
柵
な
ど
の
老

朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
対
策
を
講
じ

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
年
は
ふ
る

さ
と
納
税
も
増
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
有
効
活
用
で
き

な
い
か
。

答
弁

補
修
は
毎
年
度
、
計
画
的
に

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
遊
具
等
は
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
修
繕
や
更
新

に
向
け
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
め
有
効
な

財
源
の
検
討
を
行
い
、
新
年
度
の
予
算
確

保
に
努
め
た
い
。

こ
の
8
議
案
（
議
案
名
は
3
ペ
ー
ジ
参

照
）
は
、
各
福
祉
施
設
の
管
理
を
同
一
の

指
定
管
理
者
に
引
き
続
き
指
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

質
疑

す
べ
て
の
施
設
が
公
募
に
よ
ら

な
い
指
定
管
理
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
定

管
理
者
か
ら
不
安
要
素
や
問
題
点
な
ど
の

相
談
を
受
け
て
い
な
い
か
。

答
弁

事
業
収
入
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
施
設
利
用
者
の
減
少
な
ど
で
一

時
的
に
厳
し
い
状
況
が
あ
っ
た
も
の
の

徐
々
に
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、

介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
苦
慮
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
議
案
は
、
直
営
診
療
施
設
勘
定
に

お
い
て
既
存
の
予
算
に
3
0
0
万
円
を
追

加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
松
島
、
江
島
、
平

島
の
各
診
療
所
に
備
品
関
係
、
機
械
器
具

等
々
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

主
な
審
査
内
容

◎
医
療
機
関
新
規
開
設
・
承
継
補
助
事
業

【
新
規
事
業
】

事
業
費

１
億
２２
万
円

（
基
金
繰
入
金

1
億
22
万
円
）

市
内
で
の
診
療
所
の
新
規
開
業
又
は
既

存
診
療
所
の
承
継
を
行
う
医
師
等
を
支
援

す
る
。

質
疑

具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

答
弁

建
物
の
取
得
費
補
助
及
び
医
療

の
機
器
購
入
取
得
費
の
補
助
を
す
る
も
の

で
、
建
物
の
取
得
に
は
3
0
0
0
万
円
、

医
療
機
器
購
入
に
は
2
0
0
0
万
円
を
上

限
と
し
、
最
大
5
0
0
0
万
円
を
補
助
す

る
。質疑

土
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
補

助
の
対
象
と
し
な
い
の
か
。

答
弁

現
時
点
で
は
土
地
取
得
は
補
助

の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
開
所
予
定
の
2

箇
所
の
医
療
機
関
を
想
定
し
た
補
助
金
で
、

診
療
所
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、
現
時

点
で
早
急
に
対
応
で
き
る
体
制
を
取
っ
た
。

【
そ
の
他
の
事
業
】

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
臨
時
助
成

事
業
【
新
規
事
業
】

事
業
費

１
４
２
９
万
７
０
０
０
円

（
う
ち
一
般
財
源
8
1
3
万
6
0
0
0
円
他
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
に
備
え

る
た
め
、
高
齢
者
や
中
学
生
以
下
の
子
供

の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
助
成
を
行
う
。

◎
江
島
地
区
新
た
な
交
通
実
証
事
業

【
新
規
事
業
】

事
業
費

３４
万
１
０
０
０
円

（
一
般
財
源
34
万
1
0
0
0
円
）

江
島
地
区
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
交
通
網
の

整
備
を
進
め
る
た
め
、
試
験
運
行
を
実
施

し
、
運
行
ル
ー
ト
、
運
航
時
刻
、
ニ
ー
ズ

等
の
調
査
を
行
う
。

環境にやさしい乗り物として期
待されるグリーンスローモビリ
ティ（崎戸町江島）
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……………………………………………………………………………

一

般

質

問

ふち せ えい こ

渕瀬 栄子 議員

第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
体
制
の

整
備
に
つ
い
て

農
地
の
保
全
に
つ
い
て

平
島
漁
港
の
丸
尾
地
区
の
整
備
に
つ

い
て

松
島
の
台
風
な
ど
に
よ
る
被
災
に
つ

い
て

問

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
待
機
児
解
消
の
取
組
は
ど
う

か
。市長

現
在
、
西
海
市
障
が
い
者
政
策

委
員
会
で
協
議
し
て
お
り
、
令
和
3
年
度

か
ら
の
「
西
海
市
第
2
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
」
に
反
映
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
。問

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
が
具
体

的
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

市
長

「
こ
ど
も
部
会
」
で
の
協
議
を

踏
ま
え
、
市
と
し
て
具
体
的
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

西
海
市
福
祉
施
設
連
絡
協
議
会
と

結
ん
だ
協
定
に
よ
り
、
避
難
施
設
と
し
て

の
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
受
入
可
能
人
数

は
。市長

今
回
の
協
定
で
受
入
れ
可
能
な

施
設
は
12
施
設
の
64
名
で
、
空
居
室
に

よ
っ
て
応
じ
る
1
施
設
を
合
わ
せ
て
約
70

名
と
な
る
。

問

本
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
農
地
の
保
全
の
た
め
、
河
通
川
の
整
備

の
延
長
を
長
崎
県
に
要
望
で
き
な
い
か
。

市
長

今
後
も
河
川
か
ら
の
越
水
に
よ

る
農
地
等
の
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
も

あ
り
、
さ
ら
な
る
施
設
の
整
備
が
で
き
な

い
か
県
と
協
議
し
、
要
望
し
て
い
く
。

問

本
年
９
月
の
台
風
に
よ
り
平
島
漁

港
新
桟
橋
の
係
留
杭
が
被
災
し
た
。
平
島

東
行
政
区
長
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
平

島
漁
港
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

漁
港
施
設
災
害
復
旧
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
去
る
11
月
に
水
産
庁
の
災

害
査
定
が
終
了
し
、
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
要
望
内
容
を
そ
の
ま
ま
事
業
化

し
た
場
合
、
工
事
費
が
多
額
に
上
り
、
国

庫
補
助
事
業
の
採
択
基
準
の
ク
リ
ア
が
難

し
く
、
現
時
点
で
は
事
業
化
に
至
っ
て
い

な
い
が
、
最
適
な
防
災
対
策
を
見
出
し
て

い
き
た
い
。

問

松
島
港
西
泊
地
区
の
海
岸
保
全
施

設
が
破
損
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
が

散
乱
し
て
い
る
が
、
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

市
長

コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
の
撤
去
を

令
和
3
年
度
か
ら
行
う
よ
う
計
画
し
て
い

る
。

今
定
例
会
で
一
般
質
問
し
た
議
員
は
7
人
で
、

質
問
事
項
は
25
項
目
で
し
た
。

一
般
質
問
の
内
容
は
動
画
の
配
信
や
議
事
録
の
公
開
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一般質問は、「通告制」となっており、議長が
定めた期間内に議長に質問の要旨などを文書で通
告します。
質問範囲が多岐にわたることから、質問する議

員も受ける執行機関も十分な準備期間を設け、充
実した政策論議を行うためです。

一
般
質
問
と
は
？

市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
、
事

務
の
執
行
状
況
や
今
後
の
政
策
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
生
活
に
も
関
わ
る
市
の

行
財
政
全
般
に
つ
い
て
、
疑
問
点
を

質
し
た
り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た

り
す
る
も
の
で
す
。

西
海
市
で
は
一
人
60
分
（
答
弁
、

再
質
問
を
含
む
）
の
持
ち
時
間
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

台風などによる松島西泊地区の被害
（大瀬戸町）
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

……………………………………………………………………………

し みず まさあき

清水 正明 議員

入
札
制
度
に
つ
い
て

市
所
有
の
太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て

ひら い みつひろ

平井 満洋 議員

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
に
つ
い
て

問

指
名
業
者
の
範
囲
は
、
市
内
業
者

及
び
準
市
内
に
限
る
趣
旨
で
、
入
札
制
度

要
綱
を
改
正
し
た
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
事
業
者
の
方
へ
」
に
公
表
さ
れ
て
い

る
同
要
綱
は
、
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

ま
た
、改
正
さ
れ
た
後
も
、業
種
に
よ
っ

て
は
、
県
内
業
者
や
準
県
内
業
者
も
混
在

し
て
指
名
さ
れ
て
い
る
入
札
が
あ
る
が
、

同
要
綱
の
趣
旨
を
十
分
反
映
し
た
指
名
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

同
要
綱
に
つ
い
て
は
、
直
接
西

海
市
例
規
集
の
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
る
よ

う
リ
ン
ク
の
設
定
を
変
更
し
た
。
混
在
に

よ
る
入
札
は
、
市
内
及
び
準
市
内
業
者
が

極
端
に
少
な
く
、
一
定
の
指
名
人
数
を
確

保
す
る
場
合
等
の
運
用
で
あ
り
、
改
正
し

た
要
綱
の
趣
旨
を
十
分
に
反
映
し
た
指
名

で
あ
る
。

問

市
内
業
者
以
外
の
業
者
は
、
落
札

制
限
を
１
箇
月
受
け
る
が
、
こ
の
制
限
を

受
け
、
明
ら
か
に
入
札
に
参
加
出
来
な
い

業
者
を
指
名
し
、
入
札
執
行
通
知
を
出
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
案
件
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
な
ぜ
か
。

市
長

落
札
数
制
限
期
間
の
延
長
に
協

力
い
た
だ
く
事
業
者
か
ら
の
要
望
の
中
で
、

制
限
対
象
期
間
に
お
い
て
も
「
入
札
に
参

加
は
で
き
な
く
て
も
指
名
は
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。
落
札
数
制

限
に
係
る
基
準
を
適
用
し
た
入
札
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
の
皆
様
の
ご
要
望
等
を
踏

ま
え
て
協
議
、
検
討
し
、
関
係
事
業
者
の

ご
了
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
取
扱
い

で
あ
る
。

問

本
年
９
月
の
台
風
接
近
に
伴
い
、

多
く
の
方
が
公
共
施
設
に
避
難
さ
れ
た
。

避
難
所
の
停
電
時
に
施
設
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
電
力
が
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
利

用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

市
長

蓄
電
池
を
設
置
し
て
い
た
1
施

設
以
外
の
6
施
設
に
つ
い
て
は
、
停
電
時

に
太
陽
光
発
電
の
電
気
を
使
う
た
め
の
自

立
運
転
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
。

問

令
和
２
年
１２
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
予
定
の
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
に
対

し
、
西
海
市
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長

令
和
2
年
11
月
16
日
に
長
崎
オ

ラ
ン
ダ
村
よ
り
代
表
者
変
更
通
知
書
の
提

出
が
あ
っ
た
。
併
せ
て
、
新
代
表
取
締
役

か
ら
は
、
12
月
か
ら
営
業
を
再
開
す
る
と

の
連
絡
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

主
な
内
容
は
、
11
月
か
ら
新
体
制
と
し

て
従
業
員
数
20
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
再

オ
ー
プ
ン
時
の
直
営
店
を
9
店
舗
、
外
部

テ
ナ
ン
ト
を
5
店
舗
で
営
業
を
開
始
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

直
営
店
は
、
フ
ー
ド
、
ド
リ
ン
ク
店
を

は
じ
め
、
水
上
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
パ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
及
び
大
道
芸
能
シ
ョ
ー
も
計
画
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

一
方
、
外
部
テ
ナ
ン
ト
は
、
ア
パ
レ
ル
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
、
帽
子
や

靴
等
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
海
外

ブ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
店
舗
に
佐
世

保
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
加
え
た
5
店
舗

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
情
勢
を
見
極

め
て
か
ら
正
式
発
表
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

な
お
、
同
社
か
ら
集
客
対
策
の
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト
を
充
実
し
た
い
と
し
て
、
専

用
区
域
の
一
部
拡
大
の
要
請
が
あ
り
、
市

と
し
て
も
、
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
是
非
成
功
し
て
ほ
し
い
と

の
思
い
か
ら
、
こ
れ
を
承
諾
す
る
こ
と
と

し
た
。

今
後
、
市
と
し
て
も
、
長
崎
オ
ラ
ン
ダ

村
株
式
会
社
か
ら
の
具
体
的
な
支
援
要
請

が
あ
れ
ば
、「
新
オ
ラ
ン
ダ
村
事
業
計
画

（
改
）」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

市
の
特
産
品
の
情
報
発
信
等
に
沿
う
も
の

で
あ
る
か
、
ま
た
、
市
の
財
政
負
担
の
有

無
な
ど
、
そ
の
内
容
を
検
討
の
う
え
対
応

し
て
い
き
た
い
。

長崎オランダ村（西彼町）
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

……………………………………………………………………………

た がわ まさ き

田川 正毅 議員

松
島
火
力
発
電
所
の
存
続
を
！

西
彼
杵
高
校
の
存
続
を
図
れ
！

こ じま とし き

小嶋 俊樹 議員

松
島
火
力
発
電
所
の
廃
炉
方
針
に
つ

い
て

問

「
松
島
火
力
発
電
所
も
廃
止
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
」
と
報
じ
ら
れ
、

市
長
及
び
議
長
がJ-PO

W
ER

本
社
へ

要
望
活
動
を
行
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

市
長

松
島
火
力
発
電
所
が
高
効
率
な

設
備
に
更
新
さ
れ
る
よ
う
、
県
の
支
援
を

得
な
が
ら
、
国
や
電
源
開
発
本
社
に
強
く

働
き
か
け
る
。

問

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
研

究
・
開
発
を
企
業
や
研
究
機
関
・
国
・
県

に
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長

国
や
企
業
は
脱
炭
素
社
会
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
計
画
」
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

問

西
彼
杵
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
は
、

第
３
期
長
崎
県
立
高
等
学
校
改
革
基
本
方

針
に
よ
れ
ば
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
と
考
え
る
が
、
存
続
に
向
け
て
の
決
意

は
。

教
育
長

西
彼
杵
高
校
の
今
年
度
の
入

学
者
は
20
名
強
で
あ
り
、
来
年
度
も
20
名

程
の
予
定
で
、
存
続
は
一
層
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
、
早
急
に
手
を
打
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
学
部
の
新
設
や
離
島
留

学
制
度
な
ど
の
大
き
な
改
革
は
時
間
を
か

け
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
地
域
の
方
々
や

企
業
な
ど
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
る
組
織

を
立
ち
上
げ
、
知
恵
を
出
し
合
う
必
要
が

あ
る
。

ま
ず
は
、
来
年
度
の
募
集
を
30
人
台
に

乗
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
地
元
大

瀬
戸
中
学
校
の
生
徒
数
も
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
外
か
ら
の
生
徒
募
集
の
た

め
に
、
新
し
い
学
科
や
離
島
留
学
制
度
に

似
た
制
度
な
ど
取
り
組
み
た
い
。
何
と
し

て
も
西
彼
杵
高
校
を
残
し
た
い
。

問

政
府
は
、
非
効
率
な
石
炭
火
力
発

電
所
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
廃
止
す
る
方

針
で
あ
る
。
市
長
は
、
電
源
開
発
本
社
に

赴
き
、
松
島
火
力
発
電
所
の
存
続
に
つ
い

て
要
望
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長

11
月
4
日
に
、
渡
部
代
表
取
締

役
社
長
に
、
他
に
先
駆
け
た
、
松
島
火
力

発
電
所
の
高
効
率
な
設
備
へ
の
置
き
換
え

の
実
現
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
ま
た
、
11

月
19
日
に
県
知
事
と
連
名
で
経
済
産
業
省

及
び
国
土
交
通
省
へ
「
江
島
沖
洋
上
風
力

発
電
」
と
併
せ
て
「
松
島
火
力
発
電
所
の

高
効
率
な
設
備
へ
の
更
新
」
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
県

と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
く
。

問

大
瀬
戸
地
区
住
民
や
関
連
事
業
者

と
の
情
報
交
換
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
地
元
住
民
や
関
連
事
業
者
の
思
い

を
よ
く
聞
き
、
国
や
電
源
開
発
株
式
会
社

に
要
望
し
た
い
。

問

電
源
開
発
は
、
中
国
電
力
と
共
同

で
石
炭
火
力
発
電
の
効
率
化
及
び
低
炭
素

化
を
目
指
す
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
技
術
開
発
し
て
い
る
。
松
島
に
お
い

て
も
導
入
す
る
よ
う
に
要
望
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長

松
島
火
力
発
電
所
の
石
炭
ガ
ス

化
複
合
発
電
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
な
ど
へ
の
効

率
化
や
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
可
能

と
す
る
燃
料
電
池
複
合
発
電（
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｃ
）、

Ｃ
Ｏ
2
分
離
・
回
収
の
技
術
確
立
に
向
け

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

松
島
火
力
発
電
所
の
高
効
率
な
設
備
へ

の
更
新
に
つ
い
て
は
、
江
島
沖
洋
上
風
力

発
電
と
併
せ
て
『
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
す

る
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
す
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
引
き
続
き
、
県
と
連
携
し

て
要
望
し
た
い
。

松島火力発電所（大瀬戸町）

西彼杵高校（大瀬戸町）
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

……………………………………………………………………………

すぎやま せい じ

杉山 誠治 議員

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す

る
居
住
支
援
に
つ
い
て
、

と うら よしひこ

戸浦 善彦 議員

防
災
・
減
災
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て

問

今
後
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
と
思
わ
れ
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
で
き
る
手
続
き
も
増
え
て
い

く
中
、
本
市
に
お
け
る
直
近
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
を
伺
う
。

市
長

令
和
2
年
11
月
15
日
現
在
の
取

得
率
は
22
・
7
％
で
、
昨
年
同
時
期
の
15

％
よ
り
7
・
7
％
伸
び
て
い
る
。
現
在
、

企
業
や
事
業
所
、
自
治
会
な
ど
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
受
付
に
回
っ

て
い
る
。

問

子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
を
は
じ

め
、
様
々
な
申
請
や
届
出
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、

現
在
、
本
市
の
申
請
等
に
は
利
用
で
き
な

い
状
況
だ
が
、
今
後
利
用
で
き
る
よ
う
整

備
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長

本
市
で
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ

ス
」
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の
費

用
を
要
し
、
既
に
実
施
し
て
い
る
他
市
町

で
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、
費
用
対
効
果

に
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
必
然
の
流
れ
で
あ
る
か
ら
、

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

問

空
き
家
等
が
増
え
る
一
方
、
高
齢

者
、
低
所
得
者
、
被
災
者
等
住
居
確
保
要

配
慮
者
は
増
え
て
い
る
と
聞
く
。
本
市
に

お
け
る
実
態
と
対
応
を
伺
う
。

市
長

高
齢
者
や
低
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
要
件
を
満
た
す
方
に
は
生
活
保
護
制

度
を
活
用
し
、
満
た
さ
な
い
方
に
は
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
等
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
住
居
を
確
保
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
被
災
者
に

つ
い
て
は
、
災
害
見
舞
金
や
、
救
援
物
資

の
支
給
ま
た
は
、
公
営
住
宅
の
情
報
提
供
、

資
材
等
の
減
免
制
度
の
案
内
を
行
っ
て
い

る
。問

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
住

居
確
保
給
付
金
の
支
給
決
定
件
数
が
、
今

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
間
で
、
昨

年
度
１
年
間
の
約
２６
倍
に
上
っ
て
い
る
と

聞
く
。
本
市
に
お
け
る
実
態
と
対
応
を
伺

う
。市長

今
年
度
の
相
談
は
1
件
あ
っ
た

が
、
給
付
実
績
は
な
い
。
相
談
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問

米
海
軍
佐
世
保
基
地
に
寄
港
す
る

原
子
力
艦
船
の
放
射
線
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
を
西
海
町
寄
船
・
横
瀬
地
区
に

設
置
す
る
よ
う
国
へ
要
望
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長

今
後
も
引
き
続
き
、
長
崎
県
や

佐
世
保
市
に
も
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
寄

船
、
横
瀬
地
区
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
の
設
置
を
粘
り
強
く
国
へ
要
望
す
る
。

問

原
子
力
艦
船
の
事
故
等
を
想
定
し

た
原
子
力
災
害
等
へ
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

今
後
、
長
崎
県
や
佐
世
保
市
と

連
携
し
て
、
佐
世
保
市
が
実
施
し
て
い
る

原
子
力
災
害
対
策
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
を

協
議
す
る
。

問

防
災
基
本
計
画
に
原
子
力
艦
船
の

原
子
力
災
害
対
策
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
西
海
市
は
原
子
力
災
害
へ
の
対
策

を
、
地
域
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
る

の
か
。

防
災
基
地
対
策
課
長

地
域
防
災
計
画
は

作
成
し
て
い
る
が
、
原
子
力
災
害
に
対
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
作
成
し
て
い
な
い
。

問

ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
は
し
て
あ
る
の

か
。防災

基
地
対
策
課
長

ヨ
ウ
素
剤
は
備
蓄

し
て
い
な
い
。

問

避
難
で
き
る
最
寄
り
の
避
難
場
と

し
て
、
学
校
体
育
館
を
開
設
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

市
長

今
後
、
梅
雨
時
期
の
降
雨
状
況

や
、
台
風
の
進
路
等
に
よ
り
、
多
く
の
市

民
が
避
難
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場

合
は
、
社
会
体
育
施
設
は
も
ち
ろ
ん
学
校

の
体
育
館
も
避
難
場
所
と
し
て
開
設
し
て

い
く
。

「
そ
の
他
の
質
問
」

●
公
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

（
特
に
、
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
Ｃ

ゾ
ー
ン
の
管
理
に
つ
い
て
）

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
経
済
景
気
政

策
に
つ
い
て

●
未
来
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
い
て 米海軍原子力艦船の出入りする

佐世保港入口（西海町寄船地区）

「ぴったりサービス」のサイト
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市議会からのお知らせ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
を
な
く
し
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
の
決
議

決
議
書
全
文

本
会
議
初
日
に
議
員
発
議
に
よ
り
、
本
決
議

書
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
12
月
上
旬
に
中
国
・
武
漢
で
発

生
し
、
そ
の
後
、
世
界
的
な
流
行
に
至
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
欧
米
諸
国
や

イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
を
中
心
に
今
も
感
染

者
が
増
え
続
け
、
世
界
の
感
染
者
数
は

6
0
0
0
万
人
を
超
え
て
お
り
、
我
が
国
に
お

い
て
も
都
市
部
を
中
心
に
感
染
者
が
続
発
し
、

い
ま
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
。

ま
た
、
既
存
薬
の
転
用
を
中
心
と
し
た
治
療

薬
の
承
認
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
、
欧
米
を
中

心
と
し
た
国
々
で
試
み
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

実
用
化
に
至
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
多
く
の
時
間

を
要
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
下
に
あ
っ
て
、
人
々
が
長
い
期
間
、

治
療
法
や
予
防
策
が
確
立
さ
れ
な
い
こ
と
へ
の

大
き
な
不
安
や
恐
怖
を
抱
え
な
が
ら
日
々
の
生

活
を
送
る
中
で
、
感
染
者
等
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
、
誹
謗
中
傷
の
風
潮
が
生
ま
れ
、
そ
の
結

果
、
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

医
療
・
介
護
従
事
者
や
そ
の
家
族
等
の
社
会
生

活
自
体
に
支
障
を
及
ぼ
す
程
に
事
態
が
深
刻
化

し
て
い
る
。

こ
の
現
状
に
照
ら
す
と
、
私
達
が
こ
の
ま
ま

差
別
や
偏
見
等
を
看
過
す
る
社
会
を
容
認
す
れ

ば
、
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
は
情
報
を
秘
匿
し

よ
う
と
し
て
保
健
機
関
等
へ
の
相
談
や
医
療
機

関
で
の
受
診
を
控
え
、
感
染
経
路
の
把
握
を
難

し
く
し
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
は
従
事
者
の

減
少
で
そ
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

誰
し
も
が
目
標
と
す
る
感
染
収
束
を
逆
に
阻
害

し
て
し
ま
う
本
末
転
倒
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
。

感
染
防
止
の
た
め
の
行
動
制
限
や
自
粛
偏
重

に
よ
る
大
き
な
弊
害
を
経
験
し
た
今
日
、
一
人

ひ
と
り
が
正
確
な
情
報
と
知
識
に
基
づ
き
、
感

染
予
防
と
経
済
活
動
と
を
両
立
さ
せ
て
行
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

「
誰
も
が
感
染
し
得
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を

強
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

西
海
市
議
会
は
、
こ
の
こ
と
を
市
民
一
人
ひ

と
り
が
受
け
止
め
、
互
い
に
支
え
合
う
意
識
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
感
染
者
等
に
接
す
る

こ
と
で
、
全
て
の
市
民
の
日
々
の
生
活
に
お
け

る
安
心
感
を
確
保
し
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
下
記
の
と
お
り
決

議
す
る
。

記

⑴

何
人
に
対
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
し
た
こ
と
、
又
は
感
染
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ま
た
、

感
染
防
止
策
を
適
切
に
講
じ
て
い
な
い
等
の

批
判
を
動
機
と
し
て
、
差
別
や
偏
見
、
誹
謗

中
傷
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
を
絶
対
に

行
わ
な
い
こ
と
。

⑵

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て

個
人
情
報
を
知
り
得
た
と
き
は
、
極
め
て
慎

重
に
取
り
扱
う
べ
き
情
報
で
あ
る
こ
と
を
十

分
に
認
識
し
た
上
で
、
そ
の
保
護
に
努
め
る

こ
と
。

令
和
2
年
11
月
27
日

長
崎
県
西
海
市
議
会

西海市のホームページから、西海市議会に関する
各種情報を公開しています。定例会の日程や結果、
会議録検索など最新の情報をご覧いただけます。

●議会中継をインターネットで動画配信しています。
西海市議会では、インターネットで本会議の動画配信（ライブ及び録画）をしています。
市のホームページ、または、https://saikai-city.stream.jfit.co.jp/へアクセスしていただくと、
一般質問などの映像をご覧いただけます。
ライブ配信は議会開催中に、録画配信は会議終了後２～３週間程度でご覧いただけます。

●議会会議録をインターネットで公表しています。
西海市議会ではインターネットで本会議の会議録を公表しています。
市のホームページから、または、http://ssp.kaigiroku.net/tenant/saikai/SpTop.html へアク
セスしていただくと、平成１７年以降に開催された定例市議会・臨時市議会の会議録を、キーワード、
発言者、会議日程などにより検索して、閲覧することができます。

●西海市議会の本会議を傍聴できます。
西海市議会の本会議は公開されており、どなたでも自由に傍聴できます。
１：場所 本会議場（西海市役所本庁舎３階）
２：人数 ６０人まで（新型コロナ感染症拡大防止のため、傍聴人を制限する可能性があります。）
３：受付場所：本会議場前傍聴受付

・受付の際、所定の用紙に住所、氏名等を記載していただきます。
・会議開始前から受付を開始し、会議中も随時受け付けます。

新型コロナウイルス感染症に関する差別・偏見・誹謗中傷をなくそう！

10│2021.2.5│VOL.61



新たな本庁舎建設が必要と提言
庁舎建設等に関する調査特別委員会調査報告

（令和２年第４回定例会最終日（１２月１０日）提出）

⑴ 市民の安心・安全な暮らしを支える
防災拠点となる庁舎としての機能

⑵ 来庁者のニーズに対応できる庁舎

⑶ 環境に配慮した、周辺との調和のあ
る庁舎

⑷ 利便性と事務効率の向上を目指した
機能的な庁舎

⑸ 市民が来庁しやすい庁舎

⑹ まちづくりを支える拠点となる庁舎

⑺ 財政状況を踏まえた庁舎建設

現在の西海市役所本庁は既存施設を活用し、本館及び4つの別館で構成された分庁方式ですが、機
能が分散しているため市民に不便をきたしています。また、各建物は老朽化が進み、災害リスクの高
まりや情報化社会の進展への対応を難しくしています。
平成30年第1回定例会において設置された庁舎建設等に関する調査特別委員会（委員8名）は、18
回にわたり調査研究のための委員会を開催し、議論を重ねた結果、現行の分庁方式を今後も維持する
ことは困難であり、機能を集約した本庁舎を建設する必要があるとの認識で一致し、総合支所を維持
した上で可能な限り新庁舎に本庁機能を統合することを前提とし、下記機能を満たした適切な規模の
庁舎を建設すべきと提言しました。

① 市民を守る防災拠点として相応しい立地
性（海抜・地形地質等の考慮）

② 免震構造の設備
③ 非常用発電機や電算機器等の浸水対策の
備え

④ 災害発生から72時間庁舎機能が確保でき
るバックアップ機能の設備

① 移動動線の短縮と分かりやすい部署配置
（本庁機能の集約による庁内動線の短縮
と分かりやすさの確保）

② 市民利用の多い窓口を低層階に配置
③ 総合支所や出張所を含めた合理的な庁舎
配置

① ランニングコスト縮減を考慮した高効率
機器や省電力機器の導入

② 自然エネルギーの活用による庁舎内のエ
ネルギー効率の向上

③ 建設に当たっての地域産材の利用

① 情報管理を踏まえた万全なセキュリティ
対策

② AI や RPAを活用した高い利便性と効率
的な事務処理を可能とする設備

③ 多目的利用が可能な議場の構造
④ 十分な駐車スペースの確保

① ユニバーサルデザインを考慮した庁舎
② 多目的トイレや授乳室の設置、わかりや
すい案内表示など

③ 庁舎出入口付近に屋根付きの障害者用駐
車場やバス停を設置

① 利便の集積による中心地形成や市民のア
クセス向上に資する立地性（公共施設や
医療機関、商業施設等と各居住地域をど
のような線で結び、市民の暮らしを支え
て行くかという全体を俯瞰した公共交通
政策を可能とする立地性）

② 市民ラウンジ、市民ワークスペースの確保
③ 行政情報やイベント情報など、情報提供
に関する空間の配置

① 機能的で柔軟に活用できる庁舎を基本に、
可能な限りコンパクトで経費を抑えた庁舎

←こちらの二次元バー
コードを読み取ると、
スマートフォンから
ご覧いただけます。

※庁舎建設等に関する調査特別委員会調査報告書は、下記に全文を掲
載しております。

https://www.city.saikai.nagasaki.jp/soshiki/gikai/1_1/osirase/6400.html
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

議
案
第
５７
号
令
和
元
年
度
西
海
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定

歳

入２
３
９
億
２
３
７
万
４
２
３
３
円

歳

出
２
２
７
億
４
５
６
８
万
５
６
３
１
円

差
引
額

１１
億
５
６
６
８
万
８
６
０
２
円

調
査
事
件

本
市
に
お
け
る
避
難
所
の
現
状
に
つ
い

て調
査
日
程

令
和
2
年
10
月
16
日
（
木
）

経
過新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
り
収
容
人
数
が
制
限
さ
れ
る
一
方
、
大

型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、
避
難
所
を
利
用
す
る
機
会
の
増
加
も

想
定
さ
れ
る
。
安
全
性
が
高
く
、
収
容
能

力
の
高
い
避
難
所
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
市
内
避
難
所
の
現
状

に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

・
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
の
う
ち
、

施
設
の
不
具
合
が
あ
り
開
設
で
き
な
い

避
難
所
は
な
か
っ
た
が
、
大
瀬
戸
総
合

運
動
公
園
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
避
難

所
開
設
時
に
雨
漏
り
が
発
生
し
、
職
員

に
よ
る
排
水
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
事
前
に
は
雨
漏
り
が
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
不
測
の
事
態
で
あ
っ
た
。

・
停
電
時
の
対
応
と
し
て
、
避
難
所
の

規
模
に
合
わ
せ
、
リ
ー
ス
し
た
大
型
発

電
機
や
消
防
団
の
発
電
機
が
事
前
に
準

備
さ
れ
て
い
た
。

・
指
定
避
難
所
の
う
ち
、
西
彼
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
、
西
彼
中
学
校
体
育
館
、

西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
西
海

中
学
校
体
育
館
、
西
海
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー

デ
ン
体
育
館
、
大
瀬
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
、

大
瀬
戸
中
学
校
体
育
館
の
7
箇
所
に
太

陽
光
発
電
施
設
を
備
え
て
い
る
が
、
西

彼
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
以
外
の
施
設
は
、

蓄
電
設
備
を
備
え
て
お
ら
ず
売
電
の
み

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
停
電
時
に
発
電

し
た
電
力
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
と
め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
避
難
者
同
士
を
隔
て
る
た
め
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
や
停
電
時
の
た
め
の
発
電
機

の
整
備
に
つ
い
て
、
避
難
所
施
設
の
間
取

り
や
立
地
、
収
容
想
定
人
数
な
ど
を
十
分

に
勘
案
し
た
う
え
で
、
整
備
を
進
め
る
必

要
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。

ま
た
、
高
齢
者
や
身
体
に
不
自
由
の
あ

る
避
難
者
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
避
難
者
な

ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
避

難
所
の
運
営
方
針
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

避
難
所
対
応
に
あ
た
る
職
員
に
対
し
、

そ
の
方
針
に
基
づ
き
適
宜
対
応
が
で
き
る

よ
う
十
分

な
周
知
を

行
い
、
円

滑
な
避
難

所
運
営
に

努
め
る
こ

と
が
必
要

で
あ
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告

審
査
内
容

本
議
案
は
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て

10
月
27
日
、
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
生
活
保
護
費

質
疑

不
用
額
が
発
生
し
た
要
因
は
。

答
弁

生
活
困
窮
事
業
を
社
協
に
委

託
し
て
お
り
、
生
活
保
護
を
相
談
し
て
い

た
方
に
対
し
、
生
活
困
窮
事
業
の
家
計
相

談
支
援
事
業
で
の
対
応
も
で
き
て
い
る
の

が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
扶

助
に
お
い
て
、
診
察
件
数
の
減
少
や
大
口

の
件
数
の
減
少
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

◎
塵
芥
処
理
費

質
疑

令
和
元
年
度
に
お
い
て
ご
み

袋
の
不
良
品
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
検

証
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

数
件
不
良
品
の
相
談
が
あ
っ

た
。
令
和
2
年
3
月
に
販
売
事
業
所
に
不

良
品
の
報
告
が
あ
れ
ば
取
り
替
え
る
旨
を

通
知
し
た
ほ
か
、
本
年
度
は
、
第
三
者
機

関
に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
を
仕
様
書
に

盛
り
込
ん
だ
。

◎
基
盤
整
備
事
業

質
疑

面
高
地
区
と
下
岳
地
区
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁

面
高
地
区
は
、
昨
年
度
は
区

域
内
の
地
形
図
の
作
成
、
境
界
測
量
を
し

て
お
り
、
今
年
度
事
業
採
択
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
下
岳
地
区
は
、
昨
年
度
事

業
計
画
書
を
作
成
し
、
事
業
採
択
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
運
行
事
業

質
疑

ス
マ
イ
ル
ワ
ゴ
ン
と
路
線
バ

ス
を
ど
の
よ
う
に
整
理
付
け
す
る
の
か
。

答
弁

バ
ス
停
か
ら
遠
い
市
民
や
交

通
空
白
地
帯
に
住
む
利
用
者
の
利
便
の
向

上
に
資
す
る
た
め
始
め
た
も
の
で
あ
り
、

交
通
事
業
者
の
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
交
通
事
業
者
と
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
、
共
存
策
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

令和元年度西海市一般会計決算認定について

体育館を調査する委員

スマイルワゴン
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郵送される
場合は63円
切手を貼って
下さい。

郵　便　は　が　き

長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2222番地

西海市役所　議会事務局
「議会広報広聴委員会」行

（議会だより第61号）

8 5 7 2 3 9 2

裏表紙に
西海市議会クイズが
あるよ！議会だよりを
よく読んで解答してね！

大
瀬
戸
町
在
住中

島

隆

昔
長
崎
は
佐
賀
県
と
一

つ
の
国
と
し
て
「
肥
前
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
肥
前
に

石
造
文
化
が
発
達
し
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
神
社
の

鳥
居
、
狛
犬
、
お
寺
の
墓

石
、
仏
様
、
佐
賀
県
内
に

多
く
み
ら
れ
る
恵
比
須
像

で
す
。
な
か
で
も
、
鳥
居
、

狛
犬
は
独
特
で
肥
前
鳥
居
、

肥
前
狛
犬
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
普
通
よ
く
見
ら
れ

る
鳥
居
は
左
右
に
柱
が
立

ち
、
そ
の
柱
を
つ
な
ぐ
様

に
上
か
ら
笠
木
、
島
木
、

横
木
（
貫
）
と
あ
り
ま
す
。

肥
前
鳥
居
の
柱
は
、
2
本

か
3
本
、
と
き
に
は
4
本

の
石
柱
を
重
ね
、
横
木
も

3
本
、
笠
木
、
島
木
は
一

体
と
な
り
こ
れ
も
ま
た
、

3
本
の
石
を
組
み
合
わ
せ

て
落
ち
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
笠
木
の

左
右
の
先
端
は
と
が
っ
て

い
て
船
の
軸
先
の
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
鳥
居
は

現
在
建
っ
て
い
る
も
の
だ

け
で
、
佐
賀
県
に
1
1
0

基
程
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
面
白
い
の
が
肥

前
狛
犬
で
す
。
各
地
の
市

史
に
は
神
社
の
存
在
は
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鳥

居
、
狛
犬
の
記
述
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
行
っ
て
み

な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

小
さ
な
も
の
は
大
人
の
親

指
く
ら
い
か
ら
背
丈
を
超

え
る
位
の
も
の
ま
で
、
お

顔
の
表
情
、
体
形
な
ど
同

じ
も
の
は
な
い
の
で
す
。

私
が
属
す
る
郷
土
史
研

究
会
で
は
、
鳥
居
、
狛
犬

だ
け
で
な
く
、
各
地
の
史

跡
を
中
心
に
見
学
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

各
地
の
神
社
を
見
て
回
っ
て

い
る
う
ち
に
、
一
つ
の
夢
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
大

瀬
戸
町
の
氏
神
「
と
ん
ば
ん
さ

ん
」
を
も
っ
と
身
近
な
存
在
に

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
と
ん
ば
ん
さ
ん
」
は
山
頂
に

あ
っ
て
普
段
お
参
り
す
る
に
は

簡
単
に
は
で
き
ず
、
役
員
さ
ん

を
除
い
て
一
年
に
一
度
お
参
り

す
る
程
度
で
す
。
そ
の
た
め
に

遥
拝
所
を
麓
に
置
い
て
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
月
に
一

度
は
お
邪
魔
す
る
佐
賀
の
神
社

の
宮
司
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、「
そ
れ
は
良
い
こ
と
で
す
」

と
お
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
、
結
構
こ
の
よ
う
な
神
社

は
あ
っ
て
、
佐
賀
県
小
城
市
の

須
賀
神
社
で
は
、
参
道
の
石
段

が
と
て
も
急
で
長
い
、
若
者
で

さ
え
後
ろ
に
倒
れ
そ
う
な
ほ
ど

で
す
。
そ
の
た
め
石
段
の
手
前

に
遥
拝
所
を
設
け
、
ど
な
た
で

も
い
つ
で
も
楽
に
お
参
り
で
き

る
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

新北神社（佐賀市）
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⑴ ②　⑵
 ③

⑶ ②　⑷
 ①

応募総数15名（全問正解者14名）

第17回西海市議会クイズ回答

住所 市 町 郷 番地

郵便番号 〒  　　 

氏名

議会だよりについての感想またはご意見

年齢 歳

　今後いただいた感想、ご意見は匿名で掲載させていただく場合があります。

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

編集後記

No.61
令和3年
2月5日発行

第17回ヒ
ン
ト

応
募
方
法

締

切

特

典

答
え
は
全
て
本
誌
の
中
に

あ
り
ま
す
。
誌
面
を
よ
く
読

ん
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

⑴
令
和
2
年
第
4
回
西
海
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

議
員
に
よ
り
発
議
さ
れ
た

決
議
は
？

①
飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る

決
議

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
決
議

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
差
別
や
偏
見
、

誹
謗
中
傷
を
な
く
し
、
誰
も

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

実
現
す
る
た
め
の
決
議

⑵
産
建
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
件
数
は
？

①
14
件

②
20
件

③
8
件

⑶
令
和
2
年
第
3
回
西
海
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
補

正
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
の
金
額
は
？

①
1
億
3
0
7
6
千
万
8
9

0
円

②
13
億
7
6
8
千
万
9
千
円

③
2
9
6
億
2
0
4
7
千
万

7
千
円

⑷
令
和
2
年
第
4
回
西
海
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
最

終
報
告
を
行
っ
た
特
別
委

員
会
は
？

①
基
地
対
策
特
別
委
員
会

②
庁
舎
建
設
等
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会

③
議
会
活
性
化
対
策
特
別
委

員
会下

の
は
が
き
を
切
り
取
り
、

各
問
題
の
回
答
欄
に
答
え
の

番
号
を
記
入
し
、
郵
便
で
お

送
り
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
総
合
支
所
又
は
市
役
所
本

庁
議
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

令
和
3
年
3
月
12
日（
金
）

消
印
有
効
（
12
日
支
所
提
出

分
ま
で
有
効
）

全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
３
名
の
方
に
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
（
１
０
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
、

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

※
落
選
通
知
は
送
付
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
】

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
情
報
は
、
商
品
発
送
な

ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

「
様
々
な
貴
い
市
民
の
手
」

人
は
誰
し
も
生
ま
れ
た
時
は
、
も
み
じ
の
よ
う
な
小
さ

な
手
で
す
が
、
人
生
を
歩
み
な
が
ら
、
つ
か
ん
で
い
く
も

の
は
様
々
で
す
。

あ
る
少
年
は
、
血
豆
が
で
き
る
ほ
ど
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
、

甲
子
園
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

あ
る
女
性
は
、
そ
の
手
で
世
界
に
誇
る
貨
物
船
を
造
っ

て
い
ま
す
。

あ
る
男
性
は
、
絵
の
具
が
染
み
つ
い
た
手
で
、
誰
も
真

似
で
き
な
い
独
自
の
絵
画
を
描
き
続
け
ま
す
。

医
師
や
看
護
師
の
手
で
触
っ
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
、

病
と
闘
う
勇
気
が
出
ま
す
。

あ
る
老
人
は
、
95
年
の
年
月
を
経
た
し
わ
だ
ら
け
の
手

で
、
狩
り
取
る
ミ
カ
ン
に
優
し
く
語
り
掛
け
ま
す
。

何
よ
り
も
貴
い
「
誇
り
」
を
つ
か
ん
だ
様
々
な
市
民
の

手
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
朝
長
隆
洋
委
員
）

休刊のお知らせ
今年は、4月に市議会議員一般選挙が執行
され、議会における編集作業の日程が確保
できないため、5月発行分の議会だよりは
休刊とさせていただきます。

この「西海市議会だより」は環
境に配慮し再生紙と、揮発性
有機化学物（VOC）の発生を
低減できる植物油インキを使
用しています。

発行責任者◎西海市議会議長
編集◎議会広報広聴委員会

〒857‐2392長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2222
TEL.0959‐37‐0075

議会広報広聴委員会
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